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１．審議結果 

 

本日開催された平成１７年度第１回薬事・食品衛生審議会薬事分科会化学物

質安全対策部会において、2-(2H-1,2,3-ベンゾトリアゾール-2-イル)-4,6-ジ

-tert- ブ チ ル フ ェ ノ ー ル （ 官 報 公 示 整 理 番 号 ： 5-3580,5-3604 、 CAS 

No.3846-71-7）について、化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（昭

和 48 年法律第 117 号。以下「化学物質審査規制法」という。）第２条第２項に

基づく第一種特定化学物質化学物質として指定することが適当であるとの結論

が得られました。今後、薬事・食品衛生審議会会長より厚生労働大臣あて答申

がなされる予定です。 

なお、化学物質審議会及び中央環境審議会においても同様の結論が得られて

います。 

 

２．今後の対応 

 

厚生労働省、経済産業省及び環境省は、各審議会における審議結果を踏まえ、

化学物質審査規制法施行令を改正し、当該物質を第一種特定化学物質（注）とし

て指定することとしています。今後、施行令改正に向けパブリックコメント及

びＷＴＯ通報の実施などを進めていきます。 

なお、当該物質については、昨年１１月１８日に開催された三省合同審議会

において「継続的に摂取される場合には人の健康を損なうおそれがある」可能

性が示されたことを受け、３省から当該物質の製造事業者及び輸入事業者等に

対し周知を行った結果、施行令改正までの間においても、今後、当該物質の製

造、輸入は行われないものと考えられます。３省としては、今後とも当該物質

の製造、輸入及び使用が行われるべきではない旨周知を行うとともに、当該物

質の製造等を行う者があり、当該物質による環境の汚染の進行を防止するため

に必要な場合には化学物質審査規制法第２９条第１項に基づく勧告を行うなど、

適切に対応してまいります。 

 
（注１）第一種特定化学物質に指定されると、製造・輸入の許可制（事実上の禁止）、特定の

用途以外での使用禁止、政令で指定した製品の輸入禁止等の規制の対象となります。 
 （注２）現在、15 物質が第一種特定化学物質に指定されています。 
 （注３）当該物質に関する審議等については、平成１７年１１月１８日付けでも公表していま

す 。 そ の 際 の 情 報 に つ い て は 次 の リ ン ク を ご 覧 く だ さ い 。
（http://www.mhlw.go.jp/houdou/2005/11/h1118-1.html） 
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